
まえがき＝自動車のプレス部材の材料として薄鋼板は非
常に重要な素材であり，薄板分野においてもその売上の
40％近３ 氈
た。図 1には各種高強度鋼板の組織強化機構と伸びの関
係を示す。図 1でもわかるとおり，ハイテンのなかでも
残留γ鋼板は極めて高い延性を示すことから高強度高加
工性鋼板として適用拡大が予想される。当社においても

従来型の残留γ鋼板については，研究開発を継続して行
い実用化を達成している。表 1に当社の残留γ鋼板の機
械的性質の一例を示す。熱延製品としては，使用部材が
伸びフランジ加工性を必要とする足回り部品関係が主体
になることを考慮し，伸び（El）特性とともに伸びフラ
ンジ（λ）性をできるだけ確保するという設計をQ44れ。
倻
ることにう をおいていょコ゚ ；て〉蒄
ｽめツき）製品で開発にも しており，熱延， 延。
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　図11には，開発鋼を用いた張出し成形試験結果を示
す。同等強度ワヱ DP鋼板ワヱ桰H＝18mm（rワヮ'89 愀猊 であるワヱ
に対し，開発鋼はH＝27mm（rp＝25）を示す。また，


